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広範囲熱傷患者の窒素の経口摂取に関する研究
冠 木 雅 子凱 鈴 木 絵津子*・ 伊 藤 憲 子*
柳 生 啓 子*・ 平 出 敦* 
A STUDY ON ORAL INTAKE OF NITROGEN 

IN EXTENSIVELY BURNED PATIENTS 

Masako Kabuki, Etsuko Suzuki, Noriko Ito 





In case of extensively burned patients, not only nutritional support, but also nitrogen supply is 
essential for life-savings. We analysed the pattern of oral intake of nitrogen in 8 burned patients 
with Burn Index more than 40. The amount of oral intake of nitrogen in these patients increased 
gradually after the injury and reached plateau (from 14.4g to 17.3g per day) on the ninth day. The 
patients could not take nitrogen orally from solid materials such as meat and fish sufficiently, but 
from fluid such as milk, which amounted to between 6.6g and 9.6g per day. This is the characteristic 
of oral intake of nitrogen in burned patients. 
Keywords : burn, nutrition, nitrogen
要 旨
栄養管理 、特 に経口か らの窒素 の摂取は、広範囲熱傷患者の救命のために、 きわめて重 要であ る。我 々 は、
BurnIndexが40を 越 える8人 の熱傷患 者において、経 口か らの窒素の摂取のパ ターンを検 討 した。窒 素の経
口摂取は、受傷後次第 に増加 し、第9病 日には一 日平均14.4gか ら17.3gに 達 した。ただ し、肉や魚 な どの 固
形物か ら十分 な窒素 を摂取することは難 しく、牛乳 な どの流動物か らの窒素の摂取が一 日6.6gか ら9.6gに 達
した。これ は、広範囲熱傷患者 における窒素の経 口摂取の特徴的パ ターンである。




広範囲熱傷 は侵 襲の大 きな外傷であ り、栄養管理 はた
いへん重要 である。中で も蛋 白異化の亢進 にともなう著
しい窒素の喪失は臨床上特に問題であ り、十分な窒素投
与が必要である。従 って、 こうした患者で窒素の経 口摂
取 をいかに して増加 させ るかは、看護上 きわめて重要 な
テーマ といえる。
従来 、窒素投与量の 目標値 については、い くつかの基
準が提唱 されてい る1、3)。しか し、この ような患者 にお
いて、実際に どのように して窒素の経 口摂取 を増加 させ
たらよいか とい う問題についてはみるべ き指針 を見いだ
す ことがで きない。筆者 らは、 この問題 を検討す るため
に、 まず 、きわめて重症の熱傷患者 であるにもかかわ ら
ず、窒素 の経口摂取 を増加 させ ることがで きた症例 をモ
デル として、その摂取パ ター ンを検討 した。
II対 象及び方法
対象 は、過去3年 間に治療 した広範囲熱傷 患者の中で、
BurnIndex40以 上 ときわめて重症例であるにもかかわ
らず 、受傷第二週の経 口窒素摂取量が累積 で80gを 越 え
た8例 と した。(年 齢26,5±8.2、BurnIndex62.2±5.1
mean土SD)
対象例 をこの ようにした根拠 は以 下の とお りであ る。
1)広 範囲熱傷患者の経 口窒素摂取 は受傷 第一週 にはほ
とん どの症例 で不十分であ り、対象例一週間の累積窒
素平衡 を正 にで きた症例 は きわめて少 なかった。 しか
し、第二週 に入 る と、重症例 にもかかわ らず、経口窒
素摂取が良好 とな り、窒素平衡 を改善で きた症例が見
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2)第	二週の窒素平衡 は図1に 示す ように窒素摂取量 と
相 関 し、一週間の累積窒素摂取量80gが 窒素平衡0に
相当 した。そこで一週 間の累積窒素摂取量80gを 目安
とした。
3)こ	の 中で きわめて重症であった症例(BurnIndex
40以 上)を 対象 とした。
対象患者の窒素摂取 のパ ター ンを固形物 と流動物 に
分けて、また摂取食品に関 して検討 した。
皿 結 果
1.こ	れ らの症例 の経 口窒素摂 取量 は図2に 示 した よ
うに、経 日的 に増 加 した。 第9病 日を越 える と摂取








1 5 10 14病 日
図2経 口窒素摂取量の経 日的変化 
2.し か し、 この うち 固形物 か らの 窒素 摂 取量 は 図3で























3.一 方 、流動 物 か らの窒 素 摂取 は 図4で 示 した ように、











4.経	過 を通 じてElementalDietで 栄養 管理 した1例
を除 く7例 の窒素摂取量 をすべ て加算 し、その食品別
割合 を図5に 示 した。牛乳の占める割合が圧倒的に大
きく、34.3%に 達 したのに対 し、通常主要な窒素 源 と
考 え られる、魚、肉か らの窒素摂取はわずかであった。
なお 、ヨーグル トやポター ジュスープな ど、牛乳 の含
有量の算定の困難な食品はその他の項に含まれてお り、
実質的な牛乳摂取 はそれ以上 である。
(ハ チ ミツヨーグル ト)
図5経 口窒素摂取の内訳
5.上	記の7例 の牛乳 の摂取量 を症例 ご とに図6に 示 し
た。牛乳 の摂取量 は一週間の累積で、最 も少なか った
症例で も5040ml(720ml/day)、 最 も多 かっ た症例
では13230m1(1890ml/day)に達 した。
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広範囲熱傷 は代謝上の変動 の著 しく大 きな損傷であり、
中で も窒素代謝の変動 にともなう体蛋白の喪失は臨床上
大 きな問題であ る4)。この ような患者では十分 な栄養投
与が なされなければ、体重減少や創部 の治癒の遅延 を招
くのみな らず、感染防御能に重大な影響が及ぶ。特に重
症の広範 囲熱傷患者 においては経口摂取 が重要 とされ 、
"な みはずれた努力(extraordinaryeffort)"をもっ
てあた らなければ、患者の栄養状態 を良好 に維持するこ
とは難 しい と言われて きた5)。 また、この ような経 口摂
取 をすすめる看護努力は、単に創部の治癒 や感染 防御の
ためのみ ならず 、人間の一次的欲求 を満た し、闘病意欲
を生み 出す という意味で も極めて重要である。
その摂取内容 については、近年 カロリー摂取のみなら
ず窒素摂取が重要視 されるようにな り、広範囲熱傷患者
に適 した投与 カロリー と投与窒素の比率や 、投与 ア ミノ
酸組成 などが検討 されるようになった。投与 カロ リー と
投与窒素の比率(nonproteincalorie/nitrogenratio)
につ いて は、Kcal/Nニ100が 望 ま しい と言 われ(正
常;Kcal/N=200～300)、 投与 カロ リー量 に比 し窒素
摂取量 を増加 させ ることが有利だ とされてい る6)。 また
その 目標値 について も蛋白量で3gprotein/kg'),15g
nitrogen/Mbodysurfaceareal',lg/kg/day十3g/
%TBSA/day(%TBSA:%総熱傷面積)3)と 、積 極 的
な窒素投与 を課 したガイ ドラインが提唱 されている。た
とえば、患者の身長が170cm、 体重が60kgと す ると3g
protein/kgで は28.8g、 また15gnitrogen/Mbody
surfaceareaで は窒素25.35gの 窒素摂取が要求 される。
またこの患 者の熱傷面積が50%と す ると1g/kg/day
+3g/%TBSA/dayでは窒素摂取の要求量 は33.6gに
までお よぶ。
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では このような広範囲熱傷患者では、実 際 にはいか に
して窒素摂取量 を増加 させ このような多大 な要求量 を満
た した らよいのであろうか。残念なが ら従来の報告か ら
は見るべ き指針 を見 いだす ことはで きない。 しか し、 こ
う した要求量は、 日本人の平均窒素摂 取量12.897)に 比
し、著 しく大 きく、肉体的に も精神 的に も危機 的状況 に
あ る広範囲熱傷患者が健康 人の窒素摂取量 をはるか にう
わまわる窒素 を摂取する ことは我々の看護の経験で は容
易なこ とで はない。
本研究の結果 、重症の熱傷 患者の摂取パ ター ンは健康
人 と著 しく異な り、固形物か らの窒素摂取量は限 られて
お り、流動物か らの摂取量が 固形物 か らの摂取量 に匹敵
していた。病院食で は熱傷食 と して一 日14gの 窒素摂取
を見込 んでいるが 、そのほ とんどは固形物である。我 々
が対象 とした患者 は、重症の熱傷患者のなかで も経口摂
取が比較的良好 な症例 ばか りであったが、 こうした症例
で も固形物か らの窒素摂取量 は熱傷食の半分に しかな ら
なかった。すなわち広 範囲熱傷患者 では固形物か らの窒
素摂取 は限 られてお り、窒素摂取 を増加 させ るためには
特別 な工夫が必要である と考 えられる。摂取食品の検討
で も、通常我 々が有力 な窒素源 と見 な している肉、魚 な
どは看護側 の多大 な努力 に もかかわ らず、患者 はきわめ
てわずか しか摂取するこ とはで きなか った。
次 に、流動物か らの窒素源の食 品別検 討では、圧倒 的
に牛乳が重要 であ ることが、明か となった。従来 よ り当
科で は、栄養価の高い、人工的に調整 された流動物 を広
範囲熱傷患者 に投与 して きた。特 にYH-80は 、経 口 よ
り摂取 しやす い、バ ランスの よい栄養源 として積極 的に
投与 をすす めてきた。 しか し、結局牛乳が最 も有力 な窒
素源である とい う結論 になった。
この ことについて2つ の原因が考えられる。一つはYH-
80のnonproteincalorieNitrogenratio(Kca1/N)が
180と 熱傷患者 に対 してはやや高いことである。そこで業
者 と相談の上、今後 はイオン交換法 にて分離抽出 した蛋
白質分離物 をYH-80に 添加 し、Ca1/Nを100～130に 調
節す ることに した。なお、牛乳のCa1/Nは 約130で ある。
しか し、最 も大 きな理由は、YH-80な どの人工 的 に
調製 した流動物は患者 の嗜好 に結局合わず 、長期 に摂取
され なかったと言 うことである。 この ことは、臨床記録
を再検討す ることによ り、牛乳が200ml,600mlな どま
とまった単位で継続 して摂取 されているのに対 し、人工
流動物 は80m1な ど中途半端 な量で摂取が途切 れ てい る
ことか らも明かであった。 しか し、8例 中1例 は、経鼻
チ ューブによるElementalDiet(Elenta1)で 、 また別
の1例 はYH-80の 経口大量摂取 で栄養投与 に成功 して
いる。半消化態 と呼ばれる、人工流動物は各種開発 され
ているが 、患者 の嗜好 をより考慮 した、長期 間経口摂取
が可能な製剤 の開発が望 まれ る。
ミルクは哺乳幼動物の成長 に必要不可欠な栄養源であ
り、新生児期 にはどの患者 もミルクのみで必要 な栄養 を
えて、著 しく成長 した経験 を有す る。 ミルクが な じみや
す く、肉体的に も精神 的にも危機 的状況にある広範囲熱
傷患者 にも、継続 して摂取で きた食品であったことは自
然 に思われる。 また、牛乳 のKca1/Nは130で あ り、
窒素の特 に必要 な成長期の栄養源 として理 にか なってい
る と思われる。 この ことはまた、窒素の著 しい喪失 を認
める広範囲熱傷患者にあて はまることである。
近年、 この点 をメーカーに働 きかけた結果 、YH-80
の改良であるフ ァイブ レンYH(明 治乳業)が 販 売 され
るよ うになった。 この製品で はKcal/Nは134に 調整
されてお り広範囲熱傷患者の窒素摂取 に有利である。
こう した窒素の経 口摂取のパ ターンの検 討 は、 また、
熱傷患者用 の病院食の内容や、患者の嗜好 も考慮 した看
護努力に も反映 させ ることがで きると考え られる。
以上、重症熱傷患者の窒素の経 口摂取パ ターンを検討
したところ、健常人 とは明 らかに異なっていた。固形物
か らの窒素摂取 は看護努力 にもかかわ らず 、全窒素摂取
量 の半分 にみたず、流動物か らの摂取 が残 りの摂取量 を
補填 していた。食品別では牛乳か らの摂取量が圧倒的 に
大 きかった。








































7)平 田 清 文 著:栄 養 と 臨 床,中 外 医 学 社,1986.
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